
生活支援団体による

移動支援の取り組み
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徳島県那賀町実践報告 2021/11/9

photo@ kitade keiichi

那賀町社会福祉協議会 生活支援コーディネーター 亀井 伸幸

大阪出身

那賀町６年目

THE 若者・バカ者・よそ者



徳島県 ２４市町村（８市１５町１村）

那賀町の面積は694.86km²（東西距離 80㎞）
徳島県の総面積の約17％を占めています。
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平成１７年に５つの町村が合併し那賀町が誕生

標高1,000メートル以
上の山々に囲まれ、
95％が森林、居住面積
５％の中山間地域

・平地に乏しく集落は点在しており、
川沿いの狭い段丘が多い。

村

村 町

町
町
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那賀町の概要 （令和３年９月末現在）

人口：７７４８人

65歳以上
3974人 51.29％

うち75歳以上
2311人 29.83％

要支援要介護認定者
913人 11.78％

18歳未満
716人 9.24％

Administrator
ハイライト表示



企画
活動

SC

住
民

住
民

第一層協議体の発足
「那賀町元気な地域づくりネットワーク会」

これからは

徳島大学徳島県

商工会

防災課社会福祉
協議会

まちひとしごと
戦略課

警察署

役場
各支所

保健
センター

介護サービス
事業所

保健医療
福祉課

地域包括
支援センター

観光課
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協議体３つのテーマ決定！

1.居場所・つどいの場の拡充支援

2.暮らしのちょっとした困りごと
解決のしくみづくり

3.買い物支援や地域の
移動手段のしくみづくり

居場所
つどいの場

移動
買い物

支援しくみ
づくり

暮らしの
困りごと
解決しくみ
づくり

「那賀町元気な地域づくりネットワーク会」は
町全域の３つ共通課題を住民主体で考え、

支えあいの輪を広げます！

高
齢
者

フレ
イル
予防

生き
がい

ふる
さと
継承

地域
活性

社会
参加
貢献

防犯
防災

多世代
交流

支えあいの輪を広げ
まちの好循環へ！

高
齢
者

家事支援一体型の

車両を使用した生活支援
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人数 構成比

25 31.3%

13 16.3%

9 11.3%

10 12.5%

14 17.5%

9 11.3%

80 100.0%

無回答

合計

思わない

わからない

ガソリン代などの実費程度の費用負担で、買い物・通
院・各種会合や集まり・銀行・墓参りなど日常的な移
動について、地域助け合い型の送迎サービスがあれ
ば利用したいですか？

選択項目

思う

やや思う

あまり思わない

人数 構成比

33 41.3%

18 22.5%

5 6.3%

2 2.5%

13 16.3%

9 11.3%

80 100.0%

無回答

合計

思わない

わからない

ふだんの暮らしのちょっとした困りごとについて、自分が無
理なくできる範囲で助け合いの担い手になっても良いと思
いますか？

選択項目

思う

やや思う

あまり思わない

ふだんのくらしの
ちょっとした困りごとアンケート
内容（一部抜粋）

助け合いのしくみが必要 82.6％
助け合いの担い手になっても良い 63.8％

人数 構成比

53 66.3%

13 16.3%

2 2.5%

3 3.8%

3 3.8%

6 7.5%

80 100.0%

ふだんの暮らしのちょっとした困りごとについて住民同士の
助け合いのしくみが必要だと思いますか？

選択項目

思う

やや思う

あまり思わない

思わない

わからない

無回答

合計

人数 構成比

53 66.3%

13 16.3%

2 2.5%

3 3.8%

3 3.8%

6 7.5%

80 100.0%

ふだんの暮らしのちょっとした困りごとについて住民同士の
助け合いのしくみが必要だと思いますか？

選択項目

思う

やや思う

あまり思わない

思わない

わからない

無回答

合計

地域助け合い型の送迎サービスが必要

47.6％      
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山林田畑などの環境維持（山林間伐・草刈りなど） 76%

屋外の掃除、片づけ、簡単な補修 65%

移動に関すること
（例：買い物・通院薬局・会や集まり・銀行・墓参りな
ど）

65%

布団干し 64%

地域の会や出役の代行 63%

公共機関での手続きや必要な書類などの確認 61%

買い物に関すること
（例：付添い・購入依頼・自宅までの運搬など）

60%

庭の手入れ（花木の水やり、草抜き、刈こみなど） 59%

自宅内の窓ふき、掃除、片づけ、簡単な補修 58%

電球（灯）やクーラーのフィルターなど高所交換 56%

日々の見守りや安否確認(一人で過ごす不安や心配)、
病気の時の看病など

56%

食事に関すること
（例：食材購入・下ごしらえ・調理・片づけなど）

56%

話し相手 54%

お墓の掃除 54%

電気機器などの操作方法の確認や相談 54%

ゴミ出しに関すること（例：分別・捨て場への運搬など） 54%

雨戸の開け閉め 51%

近所の人が交流できる機会やつどいの場所がない
または行けない

48%

サークル活動や趣味、好きなことなどの集まりがない
または行けない

40%

預貯金や所有資産などの管理 38%

普段のくらしの困りごと20項目の回答ランキング
３択（困っている・近い将来困りそう・困っていない、困らない）



生活支援木沢おたすけ隊活動

き ん じ ょ

木沢住民の声でつくられた
より身近な問題に迅速に
対処するためのしくみ

有償ボランティアが木沢住民の
困りごとをお手伝い！

「困ったときはお互いさま」
一緒に作業することで

地域のつながりづくりにも。

平成26年４月～木沢地区で実施

令和２年度実績
実ドライバー ３名
実利用者 34名
延べ利用回数 420回

令和元年9月立ち上げ会 令和2年1月発足/7月総会

農作業おたすけ

社協と連携した配食事業 お助け隊チラシ

住民による生活支援団体 令和２年１月発足

35名
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き ん じ ょ

生活支援鷲敷西部おたすけ隊活動
住民による生活支援団体 令和３年４月発足

有志住民の
声でつくられた

コミュニティ圏域の
生活支援組織
別団体では
移送支援にも

取り組んでいます！

庭の草刈り草引き剪定おたすけ

ふすま貼り

無償移送
（サポート結）

生活支援サポート結８月発足式８月こどもおたすけ隊派遣

令和２年10月立ち上げ検討会

お助け隊チラシ

14名
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き ん じ ょ
令和２年10月立ち上げ会

お助け隊チラシ

柚子収穫おたすけ

ワクチン予約おたすけ

粗大ごみ運搬おたすけ

庭の草刈り草引きおたすけ

休耕田の草刈り、耕運おたすけ

生活支援相生延野おたすけ隊活動
住民による生活支援団体 令和３年４月発足 生活支援ボランティア

の声でつくられた
生活支援組織

若い世代も参画し
多世代で地域の
つながりづくり！

30名
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2021.2.18

大阪太子町社協オンライン講演会

総合事業D型サービスについて

2021.2.28

四国地区移動サービスネットワーク

オンライン交流学習会
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車両を活用した生活支援（日常生活上必要不可欠な外出）サービス優先順位の考え方

基本理念：「交通手段の確保ができない為に、生活（買物・通院等）
に支障をきたす、高齢者の在宅生活の継続・自立支援の為の生活支援『外出』サービス」

路線バス

タクシー

家族・友人運転

運転

外出支援
サービス

・自身で安全運転が困難（元々運転をしない、免許返納、加齢や病気等身体の変化）
などの場合は、他者の支援による外出方法を検討

・家族、友人等の外出協力が難しい場合は、バス利用を検討

・路線バス時刻表（行き・帰り）の把握
・自宅からバス停までの移動や乗降が困難、複数回の乗り換えや長時間乗車が困難
バス停から目的地までの移動が困難な場合は、タクシー利用を検討

・タクシーの予約、利用したいときに利用できない、身体や経済的理由で利用が難しい
場合は、他の各種タクシーを検討

・車両を活用した生活支援サービスの立上げ（ニーズ調査、組織立ち上げ、運営）
※導入支援は生活支援コーディネーター及び協議体を活用いただき、活動団体へサービス導
入・利用時のポイントに関する理解を深め、必要に応じて公共交通につなぐ支援も。

自
分
・
家
族
・
友
人

公
共
交
通

支
え
合
い

ボラタク・
福祉タクシー

・ボランティアタクシー、福祉、介護タクシーの予約、利用したいときに利用できない
タクシーで行く場所ではない（地域のつどい場等近い圏域の移動）場合、
住民主体の車両を活用した生活支援サービスを検討

家族が遠方に住んでいる
友人知人も困っている

近距離の社会参加の場などへの移動に利用されていない
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訪問型B（家事援助一体型）生活支援団体補助事業

令和４年度施行（案）

B型・D型は要支援者等個人に対する
サービスの提供ではなく、
団体に対して補助を行う事業

生活支援団体補助事業の主たる目的
利用者・担い手双方の

介護予防・社会参加！！



取り組みの上で大切にしていること
福祉/那賀町社会福祉協議会とは

那賀町…那賀町に住む
社会 …みんなの
福祉 …普段の（普通の）暮らしの幸せを
協議会…集まって相談するまとまり（組織）

ふだんの（ふつうの）
くらしの
しあわせ

ふ…
く…
し…

「いつまでも ふるさとで すこやかに」
暮らすことがしあわせ！を応援するのが亀井ミッション!!
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大切にしている伝え方
生活支援体制整備事業/SC/協議体とは

生活支援体制整備事業
「いつまでも ふるさとで すこやかに」を合言葉に、現代の制度も
活用しながら、古き良きお互い様精神や助けあい文化の復興と捉え、
自分たちの地域は自分たちで良くしようという住民主体の地域づく
り活動。

生活支援コーディネーター
住民、行政、民間など他団体、多職種と連携を図り、地域にちりば
められた、地域づくりのパーツをつないで「支えあいのしくみ」の
構築を目指す、つなぐ専門職です。「お節介」と「安請け合い」で
元気な地域づくりをめちゃくちゃ応援します。

協議体「那賀町元気な地域づくりネットワーク」
地域の「困ったなぁ」のつぶやきを拾いあげ、生活支援コーディ
ネーターと共に生活支援のしくみ構築して住民の活躍推進や元気な
地域づくり一緒に考えるチーム。また、同じ立場の住民へ「輝きの
バトン」を繋いだり、「支えあいの輪」を拡げる同志の集まり。
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質問・疑問・ご意見

那賀町社会福祉協議会
Tel:0884-64-0026

nakasyakyo.kamei@gmail.com

亀井まで
ご連絡お願いします

tel:0884-64-0026
mailto:nakasyakyo.kamei@gmail.com



